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活
性
炭
で
濃
縮
で
き
る
。
単
な
る
吸
着
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
。
生
物
が
介
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

自
然
界
で
分
解
し
に
く
い
化
合
物
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

人工的に作った化合物は自然界の生物でも分解しにくいものがある。
発癌性、毒性があるということは、生物が反応した事を意味する。 
それなら、生物が、時間がかかっても何とかするかも。 
これが生物屋の発想だ。 



 

環境中で、少しずつ減っている。 
その仕組みに、生物が関与している
可能性がある。 

緩
速
ろ
過
処
理
を
生
物
群
集
に
よ
る
浄
化
と
い
う
視
点
の
解
説
本
を
出
し
た
。 

生物が活躍するためには、酸素が必要。でも酸素が無く
なっても微生物が活躍し、発酵する。 

石
油
も
微
生
物
が
分
解
す
る
。
微
生
物
ハ
ン
タ
ー
に
注
目
し
た
い
。 



 

生物は必死で生きようと、生物利用可能の
物質にしている。食物連鎖が鍵だ。糞塊の中
で、酸素不足になり発酵現象がおきる。分子
結合を壊し大きな分子を小さな分子へ。 

茶色の水を、何回も緩速ろ過処理をする。藻が繁殖、生物分解を繰り返す。 
最後に、無色透明の水になった。 

原
水
は
、
井
戸
の
水
。
濁
り
が
無
い
が
、
茶
色
の
水
。 

生
物
は
餌
を
求
め
、
餌
が
来
る
と
こ
ろ
に
集
ま
る
。 



 

透明になった水を、水質検査に出したら、インドの飲料水基準で、
飲用可の、おいしい水だった。 

ブ
ラ
ジ
ル
で
、
薬
品
を
使
わ
な
い
濁
り
対
策
を

考
え
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
が
い
た
。 

上向き粗ろ過も、生物群集による濁りの除去と分解だった。 

薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
が
大
問
題
に
な
っ
た
。 



 

生物分解を徹底的にするため、藻を繁殖
させ、動物で分解をするのを繰り返した。 

産業革命時代のテムズ河は、お歯黒溝（どぶ）状態だった。 
原因は、下水が河に流れ込んだから、水中で生物が分解し、
水中の溶存酸素が無くなった。 

分
析
法
の
違
い
は
、
何
で
か
と
考
え
た
。 

同
じ
有
機
物
を
測
定
す
る
の
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
が
あ
る
。 

ど
う
し
て
か
を
考
え
た
。 



 海洋の植物プランクトンの光合成活性を測定す
るために、放射性同位元素の C14 を使った。 

近
藤
さ
ん
は
多
岐
に
渡
り
、
徹
底
的
に
調
べ
て
い
た
。 

海
の
生
物
が
少
な
い
の
は
、
生
物
が
利
用
で

き
る
栄
養
塩
、
餌
が
少
な
い
か
ら
。 

難分解性の物質は、分解するのに時間がかかるが、
分解されないのではない。 



 

現場主義、生物が活躍する現場を見て、その現象はと考えるのが基本。 

太
平
洋
の
真
ん
中
の
ハ
ワ
イ
島
の
頂
上
に
あ
る
観
測
所
で
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を

長
い
間
測
定
し
て
い
た
が
、
確
実
に
増
え
て
い
た
。 

野
外
生
物
の
活
性
は
野
外
で
の
活
性
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。 

DDT は殺虫剤として効果的だったが、散布した DDT
は、有機塩素化鉱物で、生物には毒だった。それが、
自然界の食物連鎖で、想定外の生物まで死んでしまっ
た。その警告本が、カーソンの「沈黙の春」。 



 

醸造に使う、おいしい水を求めたキリンビール会社。高崎市にある明治
時代に建設した剣崎浄水場の水が一番おいしかった。そこで、若田浄水
場が建設された。 

生
物
活
性
を
高
め
る
た
め
に
、
水
深
を
浅
く
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。 

生
物
が
活
躍
す
る
な
ら
、
砂
層
は
汚
れ
な
い
。 

大先輩の東京都水道局で活躍していた小島貞男さんも、
間違いをしていた。 



 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
の
活
躍
に
よ
る
浄
化
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
濁
り
対
策
で
凝
集
剤
を
平
気
で
使
っ
て
い
た
。 

染屋浄水場では、原水濁度が 10mg/L
になると凝集剤を使っていた。 

生
物
が
活
躍
す
る
と
お
い
し
い
水
に
な
っ
た
。 

若田浄水場には「藻は正義の味方」
という看板を立ててくれた。 



 上田市では、ろ過池流入水濁度で判断するのを、原水濁度で判断すると、
間違えていた。それを指摘していたが、修正されなかった。 

菅
平
ダ
ム
湖
放
流
水
の
影
響
が
大
き
い
石
舟
浄
水
場
で
は
、
濁
り
水
の
影
響
が
大
き
い
。 

凝
集
剤
を
使
う
と
、
砂
面
は
、
白
い
粉
で
覆
わ
れ
る
。
生
物
は
委
縮
し
、
逃
げ
る
。 

底にまで光が到達するなら藻が繁殖
し、光合成により酸素が生産され、その
気泡の浮力で藻が浮き上がる。 



 

薬品を入れての浄化。汚泥処理が大変。どうしても生じた沈殿物
が除けず、ろ過水を殺菌する必要がある。生物群集が活躍する浄
化、天然の湧水を人工的につくる。浄水濁度は、桁違いに小さい。 

薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
は
、
ろ
過
池
の
面
積
は
小
さ
い
。
全
施
設
面
積
は
広
大
。
水
質
も
悪
く
、
汚
泥
も
大
量
。 

日本で、世界で、緩速ろ過を生物浄化法と認識した場所は、上田市の染屋
浄水場。その上田市が世界の手本になってもらいたく、助言をしてきた。 

緩
速
ろ
過
処
理
の
唯
一
の
解
説
本
。 

 



 

緩
速
ろ
過
処
理
は
、
敷
地
面
積
効
率
は
良
い
。 

２
０
２
２
年
に
や
っ
と
、
凝
集
剤
を
入
れ
な
い
実
験
を
し
て
く
れ
た
。 

長野県上田市から、緩速ろ過の見直しが始まった。 
生物浄化法と呼ばないと誤解すると気づいた場所。 
一度は、見に来てみたらどうだろうか。 

染屋浄水場、基本的には、動力は使わない。バルブ操作は手動。 
停電しても大丈夫。 


